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研究成果の概要（和文）： 
本研究は，大学教員が「評価」の主体として大学内外の各種評価に能動的に取り組み，また，
自らの教育の質の改善の主人公となるための意識改革を生じさせるしくみであるティーチン
グ・ポートフォリオについて，作成者，作成支援者をサポートするための統合的なシステムの
開発を行った．本システムは， http://www.teaching-portfolio-net.jp/において公開された． 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this study, we developed a consistent support system for compiling the teaching 
portfolio, which included a portfolio database, a guide for the teaching portfolio concept, 
information about event and news, resource information and a compiling system of  the 
first draft. This system is open to public at http://www.teaching-portfolio-net.jp/ 
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総 計 3,200,000 960,000 4,160,000 

 
 
研究分野：総合領域 科学教育・教育工学 
科研費の分科・細目：教育工学 
キーワード：メディアの活用，ティーチング・ポートフォリオ 
 
１．研究開始当初の背景 
日本の大学は内外の様々なレベルの評価に
さらされかつ Faculty Development(FD)へ
の組織的な取組みの義務化に象徴されるよ
うに組織的な教育改善の取組みも求められ
ている． 
 しかしながら，こうした状況におかれてい
る大学教員は既に評価に「疲れ」，そして FD
活動に対しても消極的であるとされ，結果と
して評価，FD ともに活用が進まないという
機能不全が指摘されている．この主因として，
これらに教員自身の自律性が伴っていない

ことが指摘されている．つまり，評価活動お
よび FD 活動に対して本来主体であるべき教
員がこれらに「自律的に」取り組めていない
ということである． 
 そこで，教員の主体性を回復することを支
援するシステムとして，研究代表者はティー
チング・ポートフォリオに注目した．ティー
チング・ポートフォリオ(以下ポートフォリ
オ)とは「大学教員が自分の授業や指導におい
て投じた教育努力の少なくとも一部を，目に
見える形で自分および第三者に伝えるため
に効率的・効果的に記録を残そうとする教育



業績ファイル」であり，1980 年代に登場し
アメリカ・カナダにおいて教員評価および教
育改善の手段として広く普及している仕組
である．近年の傾向としては，ウェブ型のポ
ートフォリオが，利便性や柔軟性，公開範囲
の広さという点で注目されている． 
 ポートフォリオは教育活動の情報の集積
点となると同時に，作成プロセス自体が内省
を伴うために大学教員は自らの教育活動を
深く考えるきっかけを与えられる．その結果
として，これまで教員にとって「作業負担」
でしかなかったものが，「評価」は自らの活
動の当然の責任としてとらえ，「FD」は自ら
の活動の改善のための権利として考えると
いう意識の転換が期待される．このように本
研究では，ポートフォリオを教員の意識改革
を促すシステムとしてとらえ，ポートフォリ
オが作成できる統合的環境を提供すること
を主目的としている． 
 
２．研究の目的 
本研究ではティーチング・ポートフォリオ作
成支援プログラムの開発および提供を目的
としている．本研究期間内に明らかとなる／
実現予定事項は以下の３要素である． 

A. ティーチング・ポートフォリオの歴史，
概要，および現在抱える課題を明ら
かにする 

 ティーチング・ポートフォリオと
は何か，いかに普及したのか 

 現在どのような位置づけで用いら
れているのか，問題点は何か 

 ウェブ型のポートフォリオプログ
ラムにはどのようなものがあるか 

 ポートフォリオ作成に必要な環境
とはどのようなものか 

B. ティーチング・ポートフォリオ作成支
援プログラムの試験的提供 

 ポートフォリオについて収集され
た情報をリソースとして提供 

 ポートフォリオ作成のためのソフ
トウェアの提供 

 オンラインを利用した一対一の作
成支援の実施 

C. ティーチング・ポートフォリオ作成支
援プログラムの本格的実用化に向け
た統合システムの構築に必要な構成
要素，構造，提供体系，周辺環境な
どの諸要因の明確化 

 
３．研究の方法 
 平成 20 年度はティーチング・ポートフォ
リオの内容，歴史的経緯を含めた文献研究を
中心とした調査を進める．また，大学におけ
るティーチング・ポートフォリオに関連する
体制，特にウェブ型のポートフォリオのシス
テムに関して事例を多く集め，その構造や制

度設計などについて大学規模やポートフォ
リオの目的などの観点から整理を行う．これ
らの調査結果は日本の状況に適応したティ
ーチング・ポートフォリオ作成支援システム
の設計のための参考資料として用いる．  
 平成 21 年度はポートフォリオ作成支援シ
ステムの開発を行う．年度前半に制度設計を
終え，後半には試験的な運用を開始する．本
年はコンピュータ，サーバ，ウェブサイトな
どに関する専門知識が必要となるため，適宜
専門家との相談をしつつポートフォリオ作
成支援システムを完成させる． 
 平成 22 年度までには作成支援システムを
暫定公開し，実際に各大学 FD センター所属
の大学教員等に利用してもらい，開発された
システムについての逐次フィードバックを
得て改版に努める．そして，事例を重ね，最
終的には実用に堪えるシステムとして正式
な公開を目指す． 
 本研究で提供されるポートフォリオ作成
支援システムの特徴は以下の通りである． 
 
特徴 

 ブログ作成のように容易にティーチン
グ・ポートフォリオを作成 

 音声，画像，動画などさまざまな資料を
添付可能 

 編集段階においてメンターとのコミュ
ニケーションをとるための会議室設置 

 公開段階では公開範囲を指定 
 ポートフォリオ作成のための様々な情

報を集めたポータルサイトの一部とし
ての位置づけ 
 

４．研究成果 
 平成 20 年度は，ティーチング・ポートフ
ォリオの内容についての文献研究にとどま
らず，様々な角度からの調査を行った．実際
にティーチング・ポートフォリオの作成ワー
クショップ企画実施，ティーチング・ポート
フォリオに関する講演，遠隔型のティーチン
グ・ポートフォリオ作成メンターとしての活
動などを積極的に行い，それらの参加者およ
び聴衆に対してアンケート調査を逐次実施
し，ティーチング・ポートフォリオに関して
どのような情報が必要であるのか，また，ど
のようなシステムが有効であるのかについ
てのデータを得た． 
 また，海外の大学のウェブサイトの調査を
行い，ティーチング・ポートフォリオに関し
て CTL(Center for Teaching and Learning)
等がどのような情報やサービスを提供して
いるのかについて情報収集を行った．5 月に
は，アメリカのテキサス・クリスチャン大学
で行われたアカデミック・ポートフォリオ
（ティーチング・ポートフォリオの拡張版）
の作成ワークショップに参加し，自らティー



チング・ポートフォリオに加えてアカデミッ
ク・ポートフォリオの作成をした．さらに，
CTL の所長にインタビューを行い，その活用
方法やサポート体制について情報を得た． 
 日本における作成ワークショップ実施時
(8 月)以降，ワークショップ参加者との情報
共有の場として Wiki システムを利用して試
行的なサイト構築を試み，本格的なサイト構
築に向けてのコンテンツや構成について検
討を行った． 
 以上の成果の一部は学会において発表さ
れ，報告書としてまとめられた． 
 平成 21年度はこのシステム開発にあたり，
複数の大学において実施した講演活動およ
びワークショップ，学会発表の際に得られた
質問紙調査やインタビューなどから，ティー
チング・ポートフォリオに関する情報提供や
情報共有，作成支援を目指したシステムを設
計し，実際に構築し，その一部を公開した． 
 作成支援システムとしてのウェブサイト
の基本的な構成は，知識提供・知識共有・作
成支援の三部構成となっているが，知識提供
の一部分であるティーチング・ポートフォリ
オに関する基本説明および意義，知識共有の
一部分である学会・ワークショップ情報，最
新情報などについて順次公開を行った．作成
支援部分については，特に自己省察の促進を
目的とした形式を考案し，プロトタイプの作
成を行った．また，経験の浅いメンターを支
援する目的で構築されたポートフォリオ・デ
ータベースを構成に含めているが，これにつ
いては，本年においてキーワードの選択や各
ポートフォリオの分類作業などを行い，「参
考にしたいポートフォリオがすぐにひける」
ことを目的とした試験的データベースが完
成した． 
 本ウェブサイトの公開は，現状では不足し
ていると言わざるを得ない，ティーチング・
ポートフォリオについての情報を一元的に
集約できる場として機能し得るという点で
意義が大きい．まだ，プロトタイプにとどま
っている部分もあるものの，作成およびメン
ターに対する様々な支援の方向性・必要性を
示したという点も重要であろう．  
 平成 22 年度にティーチング・ポートフォ
リオについての総合的な情報提供をはかり，
作成者とメンターのための支援システムを
ウェブサイト・コンテンツとして試験的に開
始しているが 
(http://www.teaching-portfolio-net.jp/) ，
本年はこの本格的稼働を目指して評価と検
証および公開に向けたプロセス遂行を主と
した研究を実施した．具体的には，(1)ポー
トフォリオ作成のための事前課題作成支援
プログラム，(2)作成およびアドバイスの際
に参考となるポートフォリオの検索のため
のポートフォリオ・データベース，(3)ポー

トフォリオに関する文献情報等をまとめた
リソース・参考文献，の 3コンテンツについ
て公開に向けた評価および検討を行った．そ
の結果，(3)については既に公開し，(1),(2)
は公開前の最終的なチェックを終え，平成 23
年度に公開の運びとなる． 
 ティーチング・ポートフォリオを導入する
機関は年々増加しており，ポートフォリオの
作成者は 2010 年末時点で既に 100 名を超え
ている．今後ポートフォリオがその有効性を
維持したまま形骸化することなく正しく普
及するためには，ポートフォリオに関する必
要な情報の提供と労力を要する作成プロセ
スを支援するためのプログラムが不可欠で
ある．これらの観点から，本システム開発に
よって提供された情報および支援環境の意
義は大きい．今後は，本システムの全コンテ
ンツの公開と，全国のポートフォリオに関心
のある組織・個人のネットワーキングの場と
して機能させうるような仕組みを加えてい
くことが必要であると考える． 
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